
今
回
は
井
原
市
民
限
定
20

店
が
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ピ
ー
マ

ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
ナ
ス
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
ブ
ド
ウ
・
柿
と
い

っ
た
野
菜
や
果
物
を
は
じ

め
、
手
作
り
ケ
ー
キ
や
赤
飯

・
お
で
ん
な
ど
を
販
売
。

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
施
設

は
内
外
共
に
大
賑
わ
い
。
格

安
の
衣
料
や
日
用
雑
貨
、
台

所
用
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

ぬ
い
ぐ
る
み
、
古
本
、
ク
ラ

フ
ト
バ
ッ
グ
の
コ
ー
ナ
ー
に

も
人
だ
か
り
が
で
き
、
笑
顔

で
値
段
交
渉
を
す
る
人
た
ち

も
い
ま
し
た
。

普
段
か
ら
会
議
な
ど
で
つ

ど
え
～
る
を
利
用
し
て
い
る

男
性
は
「
き
ょ
う
は
い
つ
も

と
違
う
つ
ど
え
～
る
。
こ
の

施
設
は
１
階
が
広
い
の
で
色

々
な
こ
と
に
使
え
ま
す
ね
」

と
赤
羽
根
カ
フ
ェ
で
談
笑
。

ジ
ャ
ム
に
な
る
ロ
ー
ゼ
ル

な
ど
を
販
売
し
た
木
之
子
町

の
女
性
二
人
は
「
次
回
も
ぜ

ひ
出
店
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
落
合
政
満
会
長
・
つ
ど
え

～
る
登
録
団
体
）
主
催
に
よ

る
鬼
ま
つ
り
交
通
安
全
啓
発

パ
レ
ー
ド
が
10
月
26
日
、
井

原
町
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

行
列
は
午
後
１
時
過
ぎ
に

向
町
を
出
発
。
素
戔
鳴
尊
命

に
扮
し
た
井
原
警
察
署
長
を

先
頭
に
鏡
獅
子
太
鼓
や
鬼
の

山
車
、
井
原
町
内
か
ら
集
ま

っ
た
鬼
の
集
団
ら
が
こ
れ
ら

に
続
き
、
一
行
は
同
３
時
ご

ろ
倉
掛
の
郷
社
足
次
山
神
社

へ
到
着
し
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
で
は
、
広
報

部
門
を
担
当
し
て
い
た
だ
け

る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
運
営
す
る
指
定
管

理
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
市

民
活
動
の
支
援
や
情
報
の
提

供
、
自
主
事
業
の
実
施
、
講

座
の
開
催
、
広
報
活
動
な
ど

幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

広
報
の
仕
事
は
写
真
撮
影

や
現
地
へ
出
向
い
て
取
材
し

た
内
容
を
、
弊
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
作
業
が
中

心
。
在
宅
で
も
可
能
で
す
。

行
事
が
重
な
り
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
に
追
わ
れ
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
社
会
の
動
き

を
市
民
へ
伝
え
る
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

お
問
合
せ
は
つ
ど
え
～
る

へ
。
（
62

－

９
０
９
０
）

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の

井
原
市
文
化
協
会
洋
画
部

（
高
橋
朋
子
代
表
）
が
８
月

30
日
～
31
日
の
二
日
間
、
つ

ど
え
～

る
１
階

で
毎
年

恒
例
と

な
っ
て

い
る
人
物
写
生
会
を
開
き
ま

し
た
。

初
日
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
は
15
人
。
そ
れ
ぞ
れ
お
気

に
入
り
の
角
度
か
ら
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
女
性
モ
デ
ル
に

向
か
い
、
写
生
会
は
ス
タ
ー

ト
。
20
分
描
い
て
10
分
休
憩

し
な
が
ら
個
々
の
技
法
で
筆

を
走
ら
せ
、
キ
ャ
ン
バ
ス
を

仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

♪
み
ん
な
で
楽
し
く

お
な
じ
み
の
歌
を

歌
い
ま
し
ょ
う
♪

音
楽
療
法
で
若
返
り
教
室

無
料
公
開
講
座
が
11
月
９

日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ

る
に
あ
た
り
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
９
日
（
日
）

13
：
30
～
15
：
00

【
場
所
】
つ
ど
え
～
る

【
内
容
】
童
謡
や
懐
か
し
い

歌
謡
曲
の
合
唱

★
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

体
験
＆
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
演
奏

【
講
師
】
野
宮
弘
恵
（
音
楽

療
法
士
・
歌
唱
療
法
士
）

【
連
絡
先
】
０
５
０

－

３
７

０
７

－

０
７
１
５
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交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

11
月
９
日
つ
ど
え
～
る
で

第
２
回
つ
ど
え
～
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
10
月
12
日
午
前
、
井
原
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
約
３
０
０
人
の
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

音
楽
療
法
で
若
返
り

教
室
無
料
公
開
講
座

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

広

報

担

当

者

募

集

文
化
協
会
洋
画
部

人
物
写
生
会
を
開
催

つ
ど
え
～
る

井
原
町
ま
ち

づ
く
り
の
会

約
２
㎞
の
道
の
り
で
し
た

写真＝３月の第１回を上回る２０店が並びました



備
中
神
楽
の
彩
り
を
伝
え

る
平
川
和
夫
神
楽
面
作
品
展

が
10
月
18
日
～
30
日
、
つ
ど

え
～
る
で
開
か
れ
ま
し
た
。

面
は
昭
和
40
年
～
50
年
代

に
か
け
て
近
郷
を
舞
台
に
神

楽
師
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し

て
仲
間
と
と
も
に
活
躍
し
た

平
川
和
夫
氏
（
井
原
町
夏

目
）
が
自
ら
彫
っ
た
も
の
。

現
在
は
息
子
孝
之
さ
ん
（
芳

井
町
梶
江
）
が
所
蔵
し
て
い

ま
す
。

４
枚
の
展
示
パ
ネ
ル
に
は

神
楽
の
演
目
で
使
わ
れ
る
20

面
な
ど
を
は
じ
め
、
伝
統
芸

能
の
歴
史
紹
介
や
迫
力
あ
る

孝
之
さ
ん
の
切
り
絵
（
建
御

名
方
命
舞
い
）
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

つ
ど
え
～
る
を
訪
れ
た
男

性
の
一
人
は
「
秋
祭
り
の
シ

ー
ズ
ン
で
も
あ
り
賑
わ
う
井

原
の
秋
に
ピ
ッ
タ
リ
の
展
示

で
す
ね
」
と
称
賛
。

孝
之
さ
ん
は
「
面
は
室
内

に
飾
ら
れ
た
ま
ま
時
が
経
過

し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た

び
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
い

た
だ
き
恐
縮
で
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入

り
す
る
防
火
対
象
物
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
避

難
訓
練
＝
写
真
＝
が

10
月
３
日
午
後
、
つ

ど
え
～
る
で
行
わ
れ

約
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

職
員
は
打
ち
合
せ

ど
お
り
非
常
ベ
ル
を

鳴
ら
し
、
出
火
元
に

想
定
し
た
湯
沸
し
場

で
模
擬
消
火
。
館
内

放
送
で
避
難
を
呼
び

掛
け
、
建
物
の
中
に

い
る
人
た
ち
を
安
全

な
場
所
へ
誘
導
し
ま

し
た
。

こ
の
と
き
施
設
に
い
た
の

は
卓
球
教
室
と
Ｊ
Ａ
岡
山
井

原
支
部
女
性
会
の
人
た
ち
。

指
示
に
従
っ
て
屋
外
に
出
た

り
、
２
階
に
設
置
さ
れ
て
い

る
斜
降
式
避
難
袋
を
使
っ
て

つ
ど
え
～
る
北
側
駐
車
場
へ

滑
り
降
り
、
こ
の
日
の
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。
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つどえ～るの令和７年度前期利用

者数は６，８４５人と、昨年度前期

（６，２５０人）より９．５％増加

しました。

施設の指定管理者であるＮＰＯ法

人関係者は「新型コロナウイルスに

対する警戒感はありますが、市民活

動センターの多目的利用傾向は続い

ています」と分析。「引き続きつど

え～るが愛称どおり気軽に集える場

と認識していただけるよう努めたい」

と話しています。

「手作りの正月しめ飾りで新しい

年を迎えよう」とつどえ～るでは12

月21日、しめ飾り作り方教室を開催

します。近年人気のリース形と伝統

の眼鏡形の２種類から選択可能。

つどえ～るへ備え付けの用紙に必

要事項を記入しお申込みください。

《とき》 １２月２１日（日）

９：３０～１１：３０

《定員》 ４０人

《対象者》井原市内在住か勤務の方

《会費》 一人５００円（当日集金）

《問合せ》℡６２－９０９０

【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・作業コーナー・パソコン
コーナー・展示コーナー・ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）月曜日が祝日の場合、
翌日の火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し
込みが必要

つどえ～るご利用メモ

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

備中西商工会青年部美星支部

（酒井 良樹）

まちづくり岡山ネットワーク

（山木 一郎）

さくらの家 （井上 知恵）

欅の杜塾 （藤井 護）

鳥羽踊り保存会

（佐藤 和行）

井原町まちづくりの会

（落合 政満）

井原はばたき会

（坂本 忠穂）

井原アローズジュニア

（高村 誠）

井原備中神楽保存会・小中学

生伝承教室 （藤井 和海）

倉掛自治連合会

（増成 実）

井原市文化協会洋画部

（高橋 朋子）

井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）

たかやランニングクラブ

（高木 完二）

井原ライトクラブ

（三宅美恵子）

井原市グラウンドゴルフ協会

美星会 （田辺 建一）

猪清サロン スミレクラブ

（佐藤 誠）

井原手話サークル

（細羽 俊廣）

サロンあすは（森 典子）

あんしん （小野 龍一）

やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（丸山 敬介）

井原笑いヨガ・キラキラ

（畑地 泉）

倉掛パソコンクラブ

（小倉 康定）

よしいかけはし

（池田 雅弘）

一般社団法人 未来野良

（野中 裕）

青野走ろう会（三村 嘉勝）

井原まち歩きの会

（藤井 莞二）

県の里まちづくり推進協議会

（岡田 章文）

森近運平を語る会

（森山 誠一）

井原ゴルフキッズクラブ

（西山 徳之）

音楽療法で若返り教室

（野宮 弘恵）

井原野鳥倶楽部

（藤井 聖三）

つどえ～る卓球教室

（内田 博）

一般社団法人ｍⅰｍｏｚａ

（橋本 恭子）

井原トモツク会

（村上 匡徳）

市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）

つどえ～る登録36団体

■つどえ～る前期利用者増加

■正月しめ飾り作り方教室

ミ

ニ

情

報

平

川

和

夫

作

品

展

昭
和
の
彩
り
伝
え
る

過去～現在～未来へと受け継がれる備中神楽の文化

つ
ど
え
～
る
で
避
難
訓
練

注
目
を
集
め
た
切
り
絵


